
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

全
市
対
象
の
空
き
家
無
料
相
談
会

を
中
央
区
で
開
催
し
て
い
る
が
、
郊
外

地
域
の
市
民
に
と
っ
て
は
不
便
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
区
役
所
で
の
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

区
単
位
で
の
空
き
家
無
料
相
談
会

の
実
施
に
つ
い
て
、
相
談
会
場
の
変
更

や
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
実
施
な
ど
関
係
団

体
な
ど
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
対
策
と

　

全
校
則
の
見
直
し
の
必
要
性

細
野　

弘
康

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

　
　

認
知
症
に
対
す
る
市
民
の
理
解
度

は
年
々
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
症

状
の
軽
い
段
階
か
ら
介
護
や
治
療
を
行

う
こ
と
が
有
効
な
た
め
、
よ
り
多
く
の

市
民
に
認
知
症
の
正
確
な
情
報
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
本
市
の
認
知
症
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
広
ま
る

こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
人
や
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
報
で
定
期
的
に
情
報

発
信
す
る
な
ど
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　
　

文
部
科
学
省
は
、
教
員
が
生
徒
指

導
を
行
う
際
の
手
引
書
と
な
る
生
徒
指

導
提
要
を
改
訂
し
た
。
こ
の
機
に
教
育

委
員
会
で
全
て
の
校
則
を
洗
い
出
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
令
和
５
年
度
の
校
則
見
直
し
で
は

教
育
委
員
会
が
点
検
を
行
う
の
か
。

●生徒指導提要
　生徒指導に関する学
校・教職員向けの基本
書として文部科学省が
作成したもの。
　小学校段階から高等
学校段階までの生徒指
導の理論・考え方や実
際の指導方法などにつ
いて、組織的・体系的
な取り組みを進めるこ
とを目的としている。

　
　

令
和
５
年
度
の
校
則
に
つ
い
て
は
、

改
正
手
続
き
に
問
題
が
な
い
か
な
ど
の

視
点
で
、
改
め
て
全
て
の
校
則
を
点
検

し
た
い
。（
教
育
長
）

暮
ら
し
や
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
と

　

今
後
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
方
向
性

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
Ｄ
Ｘ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
は
じ
め
市

内
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
注
力
し
て
き

た
が
、
後
追
い
感
を
感
じ
る
。
官
民
連

携
で
暮
ら
し
や
経
済
な
ど
の
分
野
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
本
市
に
は
、
明
確

な
戦
略
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

次
期
総
合
計
画
で
各
分
野
の
政
策

が
示
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
で
あ
る
実
施
計
画
を
検
討
し
て
い

る
。
さ
ら
に
具
体
的
な
戦
略
が
必
要
か

の
検
討
も
含
め
全
庁
一
丸
で
取
り
組
む
。

　
　

い
ま
だ
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
対
す

る
社
会
の
認
識
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
や
家
族

の
苦
悩
へ
の
対
応
に
は
、
分
野
を
超
え

た
市
全
体
の
体
系
的
な
取
り
組
み
と
そ

の
取
り
組
み
を
支
え
る
指
針
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

今
後
の
支
援
の
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
、
支
援
団
体
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
現
状
把
握
を
行
い
、
支
援

の
上
で
の
課
題
を
明
確
に
し
て
い
く
。

自
民
党
国
会
議
員
の
統
一
協
会
問
題
と

　

秋
葉
区
に
児
童
館
の
新
設
を

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

統
一
協
会
は
政
治
家
を
広
告
塔
に

使
う
だ
け
な
く
、「
推
薦
確
認
書
」
を
交

わ
し
て
い
た
。
本
部
を
韓
国
に
置
く
団

体
が
自
民
党
を
通
じ
、
政
策
を
実
行
さ

せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
の
政
治
に

対
す
る
内
政
干
渉
に
な
る
重
大
問
題
で

あ
る
。
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

個
々
の
国
会
議
員
に
お
い
て
は
、

不
適
切
な
団
体
か
ら
の
働
き
か
け
に
対

し
、
そ
の
内
容
や
趣
旨
、
目
的
を
十
分

に
精
査
し
、
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
な

い
よ
う
注
意
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

市
内
８
区
の
中
で
、
秋
葉
区
に
だ

け
児
童
館
が
な
い
。
厚
生
労
働
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
、
児
童
館
の

役
割
を
踏
ま
え
た
特
性
で
あ
る
「
拠
点

性
」「
多
機
能
性
」「
地
域
性
」を
発
揮

す
る
た
め
に
も
、
秋
葉
区
に
児
童
館
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
の
児
童
館
の
整
備
方
針
は
、

原
則
更
新
や
新
設
を
行
わ
ず
、
既
存
施

設
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

多
機
能
化
も
含
め
て
検
討
す
る
。

Ｇ
Ｘ
と
地
方
創
生
と

　

鳥
屋
野
潟
南
部
地
域
の
再
デ
ザ
イ
ン

吉
田　

孝
志（

翔
政
会
）

　
　

環
境
省
で
は
地
方
創
生
と
脱
炭
素

を
同
時
に
実
現
す
る
モ
デ
ル
と
な
る
、

脱
炭
素
先
行
地
域
の
１
０
０
箇
所
以
上

の
創
出
を
進
め
て
い
る
。
立
地
、
営
み

と
も
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
経
済
活

動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
あ
る
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
な
ど
の
制

度
や
支
援
を
逃
さ
ず
最
大
限
に
活
用
し
、

本
市
経
済
の
発
展
と
脱
炭
素
に
よ
る
さ

ら
な
る
魅
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

●ＧＸ（グリーントラ
ンスフォーメーション）
　産業革命以来の化石
燃料中心の経済・社
会、産業構造を、ク
リーンエネルギー中心
に移行させ、経済社会
システム全体を変革す
ること。近年、各国で
取り組みが進められて
いる。

　
　

現
在
の
鳥
屋
野
潟
南
部
地
域
は
、

年
間
約
３
０
０
万
人
の
来
訪
者
が
お
り
、

土
日
は
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
。
大

型
倉
庫
型
商
業
施
設
な
ど
の
進
出
が
期

待
さ
れ
、
交
通
量
の
増
加
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
再
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
は
。

　
　

鳥
屋
野
潟
南
部
開
発
地
区
周
辺
を

含
め
た
道
路
計
画
や
交
通
対
策
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
広
く
連
携
を
図
り
な
が

ら
継
続
的
に
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

再
デ
ザ
イ
ン
検
討
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
声
の
施
策
へ
の
反
映
と

　

拉
致
問
題
の
啓
発

高
橋　

聡
子

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

　
　

「
新
潟
市
子
ど
も
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
今
後
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
子
ど
も

た
ち
の
主
体
的
な
参
画
機
会
の
確
保
や
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

　
　

次
期
総
合
計
画
策
定
に
は
中
学
・

高
校
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
「
新
潟
市
子
ど
も
の

権
利
推
進
委
員
会
」
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
表
明
と
社

会
参
加
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
本
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
が
求
め
ら
れ
る
。
世
論

喚
起
を
含
め
て
、
拉
致
問
題
の
啓
発
や

人
権
問
題
を
学
ん
で
も
ら
う
題
材
と
し

て
、
映
画
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」
を
定

期
的
に
上
映
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
や
県
市
町
村
長
の
会
と
連
携
し
、

効
果
的
な
啓
発
ツ
ー
ル
と
し
て
、
映
画

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
現
状
・
課
題
と

　

官
民
連
携
に
よ
る
外
部
人
材
の
活
用

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

　
　

産
後
の
悩
め
る
マ
マ
た
ち
を
支
援

す
る
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
は
高
い
が
、
利

用
料
金
が
高
く
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う

状
況
が
あ
る
。
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業

が
全
国
に
誇
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
利

用
料
金
を
引
き
下
げ
て
は
ど
う
か
。

産後ケアの沐
もく

浴
よく

　
　

料
金
体
系
の
見
直
し
を
含
め
、
産

婦
が
必
要
と
す
る
支
援
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　

小
・
中
学
校
で
は
探
究
的
な
学
習

が
始
ま
り
、
教
員
へ
の
負
担
が
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
や
起
業
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
と
教
育

現
場
を
つ
な
ぐ
民
間
企
業
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
官

民
連
携
の
研
究
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

私
立
学
校
へ
教
員
を
派
遣
し
て
い

る
民
間
企
業
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
本
市
で
は
市
立
学
校
で
活
用
し

て
き
た
地
域
の
人
材
を
生
か
す
仕
組
み

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
の
自
治

体
の
取
り
組
み
も
研
究
し
て
い
く
。（
教

育
長
）

指
定
避
難
所
の
廃
止
に
よ
る
不
安
と

　

区
単
位
の
空
き
家
相
談
会

高
橋　

哲
也（

翔
政
会
）

　
　

南
区
の
味
方
中
学
校
区
を
例
に
挙

げ
る
と
、
新
潟
市
公
共
施
設
再
編
案
で

５
つ
の
公
民
館
を
１
施
設
に
集
約
す
る

と
い
う
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
公
民
館
は
い
ず
れ
も
指
定
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
。
最
寄
り
の
避
難
所

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
移
動
手
段
や

収
容
人
数
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

公
共
施
設
再
編
に
当
た
り
、
避
難

所
施
設
が
検
討
対
象
と
な
っ
た
場
合
、

防
災
部
局
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の

方
々
と
確
認
し
な
が
ら
、
避
難
所
機
能

　市議会では、主に中学・高校生を対象に、学校が実施する主権者教育
に協力する取り組みを行っており、未来の有権者が選挙・地方自治制度
への理解を深め、自分たちの住む地域社会の諸課題を見いだし、課題解
決に向け自ら参画しようとする意欲の醸成を図っています。
　１月13日に議員８人が同校を訪れ、３年生約200人と共に「交通事故多
発地点の対策」についての模擬市議会をロールプレイング方式で行い、合
意形成や意思決定についての学びを支援しました。参加した生徒からは
「市議会の流れや役割について理解することができた」「市議会に行って
みたいと思った」などの感想がありました。
　市議会は、今後も積極的に主権者教育に協力していきます。

主権者教育推進への取り組み

模擬市議会の様子

■新津第二中学校（秋葉区）

にいがた市議会だより 4令和５年（2023年）２月５日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


